
冬の感染症予防対策
新型コロナウイルス感染症・インフルエンザ

感染症予防の基本は、「手洗い」「マスクの着用を含む咳エチケット」です。未だ感染拡大が止まらな
い新型コロナウイルスに加え、インフルエンザも12月頃から流行が始まります。感染症にかからない・
もしかかっても感染を広げないように、日頃から予防の基本を徹底しましょう。

新型コロナウイルス感染症

インフルエンザ

　中国武漢市で感染が報告され、その後瞬く間に世界中に感染が広がった新型
コロナウイルス。有効なワクチンの開発・実用化が待たれます。飛沫感染や接
触感染、３密の条件で感染することがわかっていますので、予防対策をしっか
りと講じることが大切です。

　毎年、12月～３月頃に流行するインフルエンザ。今シーズンは、新型コロナウイルスと同時期の
流行が懸念されており、例年にもまして、よりいっそうの予防対策が必要といえます。
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換気の悪い
密閉空間

多数が集まる
密集場所
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発声をする
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3つの密を避けましょう！

3つの条件がそろ
う 場 所 が ク ラ ス
ター（集団）発生
のリスクが高い

　発熱や喉の痛み、咳、倦怠感などの症状を訴える人が多いことが特徴です。発熱などのかぜの症状がある場合は外
出を控えるとともに、息苦しさ、倦怠感、高熱などの強い症状がある場合は、すぐにかかりつけ医などの身近な医療
機関にご相談ください。

疑わしい症状

　インフルエンザは、インフルエンザウイルスによって発症する感染症。一般的なかぜよ
りも感染力が強く、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感などの症状が
比較的急速に現れるのが特徴です。

主な症状

　くしゃみや咳などに混じったウイルスを吸い込んで感
染する「飛沫感染」、ウイルスが付着しているものに触っ
て、その手で口や鼻を触ることにより粘膜から感染する
「接触感染」で感染します。閉鎖した空間で、近距離で
多くの人と会話するなどの環境では、くしゃみや咳など
の症状がなくても感染を拡大させるリスクがあるとされ
ています。

どうやって感染するの？

　「飛沫感染」や「接触感染」で感染します。

どうやって感染するの？

　流行中は、基本的な感染予防の実施や不要不急の外出
の自粛、「３つの密」を避けることが重要です。

感染を予防するには

　基本的な感染予防の実施とあわせて、流行前のワクチンの予防接種が有効な方法です。
ワクチンの抗体ができるまでに２～３週間かかるといわれていますので、11月末頃まで
に予防接種を受けるようにしましょう。

感染を予防するには


